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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』㈣

　

前
号
で
は
江
戸
初
期
の
諸
大
名
の
蔵
屋

敷
が
、
隅
田
川
沿
い
に
集
中
し
て
い
る
様

子
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
①
か
ら
�

の
番
号
を
『
武
州
豊
島
郡
江
戸
庄
図
』
に

書
き
込
ん
で
み
ま
し
た
。
読
者
の
方
か
ら

数
字
が
小
さ
く
て
読
め
な
い
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
番
号
に
マ
ー
カ
ー
で
色

を
付
け
る
と
分
か
り
や
す
く
な
る
と
の
助

言
が
あ
り
、
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
少
し
は

読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
か
ら
具
体
的
な
川
の
話
に
入
り
ま

す
。
そ
し
て
、
最
初
は
江
戸
初
期
の
中
央

区
に
関
係
す
る
川
の
流
路
の
変
化
を
た
ど

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
す
。

◇
江
戸
の
は
じ
ま
り

　

家
康
が
入
城
し
た
当
時
の
江
戸
は
、
本

郷
台
地
の
南
に
江
戸
前
島
と
呼
ば
れ
る
半

島
状
の
低
地
（
地
形
学
上
は
日
本
橋
波
蝕

台
地
と
呼
ば
れ
る
）
が
つ
づ
き
、
西
側
に

（
＊
）
日
比
谷
入
江
の
内
海
が
あ
り
、
東
側

は
海
で
し
た
。
現
在
の
首
都
高
速
都
心
環

状
線
付
近
が
海
岸
線
で
す
。
江
戸
前
島
の

範
囲
は
、ほ
ぼ
現
在
の
千
代
田
区
大
手
町
・

神田川と日本橋川「図説 江戸・東京の川と水辺の事典」を基に作成
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丸
の
内
・
有
楽
町
・
内
幸
町
と
港
区
新

橋
・
東
新
橋
、
そ
し
て
中
央
区
の
日
本

橋
・
京
橋
・
銀
座
の
地
域
に
あ
た
り
ま

す
。

　

当
時
の
江
戸
前
島
の
周
辺
に
は
、
武

蔵
野
台
地
内
を
水
源
と
す
る
平
川
や
谷や

端ば
た

川が
わ

、
小
石
川
、
旧
石
神
井
川
な
ど
が

南
北
に
流
れ
、海
に
注
い
で
い
ま
し
た
。

近
世
都
市
江
戸
の
建
設
は
、
こ
れ
ら
の

自
然
河
川
を
最
大
限
利
用
し
、
川
筋
の

付
け
替
え
な
ど
を
行
い
、
多
く
の
改
修

を
重
ね
な
が
ら
、
約
七
〇
年
と
い
う
長

い
年
月
を
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

初
に
そ
の
出
発
点
か
ら
確
認
し
て
み
ま

す
。

　

＊
日
比
谷
入
江

　
　

 

Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅
辺
り
を
入
口
に
し

て
、
浜
松
町
・
芝
大
門
・
芝
公
園

（
東
部
）
か
ら
新
橋
・
西
新
橋
、
さ

ら
に
日
比
谷
公
園
・
皇
居
外
苑
・

大
手
町
西
部
を
範
囲
と
し
た
入

江
。
奥
行
き
約
四
・
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
平
均
幅
約
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
規
模
だ
っ
た
。
慶
長
八
～
一

二
（
一
六
〇
三
～
〇
七
）
年
に
行

わ
れ
た
第
一
次
天
下
普
請
で
埋
め

立
て
ら
れ
て
い
る
。

◇ 

平
川
は
外
濠
川
（
日
本
橋
川
）
の

原
形

　

ま
ず
平
川
で
す
。
江
戸
城
直
下
の
日

比
谷
入
江
に
河
口
が
あ
っ
た
川
。
家
康

が
江
戸
入
り
し
た
天
正
一
八
（
一
五
九

〇
）
年
当
時
、
井
之
頭
池
と
善
福
寺
池
、

妙
正
寺
池
を
お
も
な
水
源
と
し
て
、
ほ

ぼ
神
田
川
の
流
路
を
流
れ
、
現
在
の
Ｊ

Ｒ
飯
田
橋
駅
付
近
か
ら
九
段
下
を
経

て
、
一
ツ
橋
交
差
点
付
近
で
（
＊
）
小

石
川
を
合
わ
せ
て
、
竹
橋
辺
り
で
日
比

谷
入
江
（
現
・
大
手
濠
）
に
注
い
で
い

ま
し
た
。
江
戸
城
の
平
川
門
や
平
川
濠

が
そ
の
名
残
で
す
。

　

＊
小
石
川
（
谷
端
川
）

　
　

 

豊
島
区
要
町
の
粟あ
わ

島し
ま

神
社
の
弁
天

池
を
お
も
な
水
源
と
す
る
。
谷
端

川
の
下
流
部
に
あ
た
る
。
現
在
の

千
川
通
り
に
沿
っ
て
流
れ
、
文
京

区
千
石
・
小
石
川
か
ら
Ｊ
Ｒ
水
道

橋
駅
付
近
を
経
て
、
神
保
町
・
一

ツ
橋
交
差
点
付
近
を
流
れ
て
平
川

に
合
流
し
た
。
鈴
木
理
生
氏
は
、

初
期
の
神
田
上
水
の
水
源
を
、
本

郷
台
地
の
西
側
を
流
れ
た
小
石
川

で
あ
る
、
と
推
定
し
て
い
る
。

　

家
康
は
江
戸
入
り
直
後
に
、
道ど
う

三さ
ん

堀ぼ
り

と
日
本
橋
川
を
開
削
し
、
さ
ら
に
小お

名な

木ぎ

川が
わ

を
建
設
し
て
江
東
地
区
の
海
岸
線

を
確
定
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
平
川
の

東
側
に
バ
イ
パ
ス
を
掘
り
、
道
三
堀
に

合
流
す
る
コ
ー
ス
に
流
路
を
付
け
替
え

て
い
ま
す
。
こ
の
付
け
替
え
工
事
は
、

日
比
谷
入
江
を
埋
め
立
て
る
準
備
と
し

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
慶
長
八
～
一
二
（
一
六
〇

三
～
〇
七
）
年
に
行
な
わ
れ
た
第
一
次

天
下
普
請
で
、
日
比
谷
入
江
が
埋
め
立

て
ら
れ
ま
し
た
。
目
的
は
外
敵
の
船
が

江
戸
城
近
く
に
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
こ

と
、
城
下
に
ふ
さ
わ
し
い
大
名
屋
敷
地

を
確
保
す
る
こ
と
、
そ
し
て
城
郭
工
事

に
と
も
な
っ
て
出
た
残
土
の
処
理
も
兼

ね
て
の
こ
と
で
し
た
。
日
比
谷
入
江
の

跡
地
は
、曲く
る

輪わ

内う
ち

大
名
小
路（
丸
の
内
）、

西
丸
下
大
名
小
路
（
皇
居
外
苑
）、
愛
宕

下
大
名
小
路
（
西
新
橋
・
新
橋
）
と
呼

ば
れ
る
藩
邸
街
に
変
わ
り
ま
し
た
。
同

時
に
、
日
比
谷
入
江
に
流
入
し
て
い
た

小
河
川
や
平
川
の
排
水
路
と
し
て
、
外

濠
と
汐
留
川
が
造
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
旧
石
神
井
川
と
は

　

旧
石
神
井
川
は
、
滝
野
川
か
ら
Ｊ
Ｒ

王
子
駅
の
下
を
流
れ
て
豊
島
・
船
堀
の
境

か
ら
隅
田
川
に
流
入
す
る
現
在
の
川
筋

で
は
な
く
、本
来
は
飛
鳥
山
西
端
か
ら
旧

古
川
庭
園
～
中
里
～
田
端
～
Ｊ
Ｒ
西
日

暮
里
駅
西
側
か
ら
谷
田
川
の
河
流
を
流

れ
、不
忍
池
に
注
い
で
い
ま
し
た
。
谷
田

川
の
河
流
は
、東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
沿

い
の
千
駄
木
・
根
津
・
不
忍
池
・
湯
島
ラ

イ
ン
を
経
て
、万
世
橋
付
近
か
ら
昭
和
通

り
を
流
れ
「
お
玉
が
池
」
跡
か
ら
南
下
し

て
、日
本
橋
小
舟
町
辺
り
で
海
に
注
い
で

い
ま
し
た
。今
は
姿
を
消
し
た
東
堀
留
川

と
西
堀
留
川
の
水
路
が
、
旧
石
神
井
川

河
口
部
の
名
残
と
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
慶
長
一
〇
（
一
六
〇
五
）
年
、

本
郷
台
地
の
東
側
を
流
れ
る
旧
石
神
井

川
の
流
路
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
下
流
部

周
辺
の
市
街
地
を
、
洪
水
か
ら
守
る
た

め
の
工
事
で
し
た
。
本
郷
台
地
東
端
の

筋す
じ

違か
い

橋ば
し

（
現
・
万
世
橋
辺
り
）
付
近
か

ら
柳
橋
を
経
て
、
隅
田
川
へ
合
流
す
る

水
路
が
掘
ら
れ
、
旧
石
神
井
川
の
流
れ

を
付
け
替
え
た
の
で
す
。こ
の
工
事
は
、

同
時
期
の
天
下
普
請
に
動
員
さ
れ
た

「
西
国
大
名
」
に
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
付
け
替
え
で
、下
流
部
の
日
本
橋

地
域
は
洪
水
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
り
、
旧
河
口
部
に
は
東
・
西
の
堀

留
川
が
造
成
さ
れ
、江
戸
湊
の
中
心
的
河

岸
地
帯
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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◇ 

放
水
路
（
神
田
川
、
仙
台
堀
）
が

つ
く
ら
れ
る

　

武
蔵
野
台
地
内
か
ら
流
れ
出
る
平
川

や
谷
端
川
、
小
石
川
、
旧
石
神
井
川
の

下
流
部
で
は
、
た
び
た
び
洪
水
に
よ
る

深
刻
な
被
害
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
幕

府
は
江
戸
城
や
市
街
地
を
洪
水
か
ら
守

る
た
め
、
元
和
六
（
一
六
二
〇
）
年
に

平
川
の
大
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
本
郷

台
地
を
掘
り
割
り
、
飯
田
橋
か
ら
水
道

橋
・
御
茶
ノ
水
・
筋
違
橋
に
つ
づ
く
放

水
路
（
神
田
川
・
ま
た
仙
台
の
伊
達
家

が
行
っ
た
工
事
な
の
で
仙
台
堀
と
も
呼

ば
れ
る
）
を
開
削
。
そ
の
結
果
、
平
川

と
小
石
川
の
水
路
は
直
角
に
曲
げ
ら
れ

て
、
慶
長
一
〇
年
に
開
削
さ
れ
た
放
水

路
（
筋
違
橋
～
隅
田
川
）
と
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　

＊ 

こ
の
水
路
は
、
水
の
流
れ
が
少
な

く
、
小
舟
が
通
る
こ
と
が
で
き
る

程
度
の
水
路
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

　

放
水
路
の
完
成
で
、
武
蔵
野
台
地
内

か
ら
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
流
れ
、
江
戸
前

島
周
辺
の
海
に
注
い
で
い
た
平
川
や
谷

端
川
、
小
石
川
、
旧
石
神
井
川
の
四
つ

の
河
川
は
隅
田
川
に
流
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
下
流
部
の
市
街
地
の
洪

水
が
無
く
な
り
、
土
砂
に
よ
る
江
戸
湊

の
埋
没
も
防
止
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
工
事
の
揚
土
を
使
い
、
南

岸
の
昌
平
橋
か
ら
浅
草
橋
間
に
洪
水
防

止
の
堤
防
＝
柳
原
の
土
手
が
築
か
れ
て

い
ま
す
。
切
り
離
さ
れ
た
本
郷
台
地
の

南
端
部
は
、
駿
河
台
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
旧
平
川
の
水
路
は
、
三
崎
橋

（
現
・
千
代
田
区
三
崎
町
三
丁
目
）
か
ら

九
段
堀
留
（
同
区
西
神
田
二
丁
目
）
ま

で
の
約
六
百
メ
ー
ト
ル
が
埋
め
立
て
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
埋
め
立
て
で
、
鉄
砲

水
に
よ
る
洪
水
が
な
く
な
り
、
埋
立
地

に
は
宅
地
が
造
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
埋

め
立
て
部
分
の
南
端
が
今い
ま

川が
わ

小こ
う
じ路

堀ほ
り

留ど
め

で
、
下
流
部
の
水
路
は
外
濠
川
と
呼
び

名
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
三

九
（
一
九
六
四
）
年
の
河
川
法
改
正
で
、

日
本
橋
川
に
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
放
水
路
が
運
河
に
変
わ
る

　

明
暦
大
火
後
の
万
治
二（
一
六
五
九
）

年
に
両
国
橋
が
完
成
。
そ
し
て
翌
三
年

に
は
、
放
水
路
の
川
幅
を
拡
げ
る
工
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
隅
田

川
か
ら
神か
ぐ
ら楽

河が

岸し

ま
で
の
水
運
が
可
能

と
な
っ
て
、
放
水
路
が
運
河
＝
神
田
川

に
変
わ
り
ま
し
た
。
幕
府
は
「
牛
込
和

泉
橋
間
の
船
入
堀
」
工
事
と
し
て
、
今

回
も
伊
達
家
に
命
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
で
、
隅
田
川
か
ら
約
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
部
の
神
楽
河
岸（
現
・

千
代
田
区
飯
田
橋
）
ま
で
舟
運
が
通
じ

て
、
山
の
手
地
域
の
開
発
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
を
拠
点
に
し
て
、
牛

込
・
市
谷
・
小
石
川
・
早
稲
田
・
目
白

方
面
の
開
発
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
神

田
川
の
完
成
は
、
江
戸
城
の
外
郭
（
外

濠
）
の
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
、
湊

＝
河
岸
地
の
機
能
を
内
陸
部
ま
で
拡
大

さ
せ
た
こ
と
に
、
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
し
た
。
神
田
川
の
両
岸
に
は
神
楽
河

岸
、
飯い
い

田だ

河が

岸し

、
市い
ち

兵べ

衛え

河が

岸し

、
三
崎

河
岸
、
紅こ
う

梅ば
い

河が

岸し

、
昌
し
ょ
う

平へ
い

河が

岸し

、
佐
久

間
河
岸
、
柳
や
な
ぎ

原わ
ら

河が

岸し

、
鞍く
ら

地ち

河が

岸し

、
左さ

衛え

門も
ん

河が

岸し

、浅あ
さ

草く
さ

茅か
や

町ち
ょ
う

河が

岸し

な
ど
多
く

の
河
岸
地
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

◇ 
道
三
堀
と
小
名
木
川
が
最
初
の

運
河

　

道
三
堀
と
は
、
江
戸
城
の
内
濠
と
外

濠
を
結
ん
だ
水
路
の
こ
と
。
現
在
の
皇

居
東
側
、
和
田
倉
門
前
の
辰た
つ

ノの

口く
ち

か
ら

流
れ
出
し
、
大
手
町
交
差
点
を
経
て
外

濠
川
に
合
流
す
る
長
さ
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
水
路
。
道
三
橋
と
銭ぜ
に

瓶が
め

橋ば
し

が

架
か
っ
て
い
ま
し
た
。
道
三
堀
の
呼
び

名
は
、
南
側
に
徳
川
家
侍
医
の
今
大
路

道
三
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
み

ま
す
。
川
岸
は
道
三
河
岸
（
内
河
岸
）

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

道
三
堀
は
、
家
康
が
江
戸
入
り
し
た

直
後
に
、
直
営
で
江
戸
前
島
の
根
元
部

分
を
開
削
し
た
入
堀
で
す
。
江
戸
城
を

建
設
す
る
た
め
の
資
材
や
物
資
、
生
活

用
品
な
ど
を
、
舟
で
城
の
近
く
ま
で
運

び
入
れ
る
た
め
の
水
路
と
し
て
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
堀
の
両
岸
に
は
材
木
町
が

成
立
し
て
、
築
城
用
材
木
の
揚
場
（
河

岸
）
と
な
り
、
ほ
か
に
柳
町
や
舟
町
、

四
日
市
町
な
ど
の
城
下
町
（
湊
町
）
が

成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
慶
長
一
一

～
一
二
（
一
六
〇
六
～
〇
七
）
年
の
外

濠
工
事
に
よ
っ
て
、
道
三
堀
周
辺
は
城

郭
内
に
な
っ
た
た
め
、
材
木
町
は
楓
川

西
岸
沿
い
に
、
ほ
か
の
町
も
郭
外
に
移

転
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
道
三
堀
の
開
削
に
よ
っ
て（
＊
）

小
名
木
川
・（
＊
）
新
川
を
経
由
し
て
、

関
東
最
大
の
塩
の
生
産
地
で
あ
る
行
徳

と
江
戸
が
直
結
し
ま
し
た
。
当
時
の
塩

は
、生
活
必
需
品
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
確
保
が
戦
略
的
に
も
重
要
で
し
た
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か
ら
、
こ
の
運
河
の
完
成
に
は
大
き
な

意
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

道
三
堀
は
ほ
か
の
水
路
に
比
べ
て
早

い
時
期
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年

の
最
後
の
市
区
改
正
事
業
で
埋
め
立
て

ら
れ
ま
し
た
。

　

＊
小
名
木
川

　
　

 

江
東
区
を
東
西
に
流
れ
、
隅
田
川

と
旧
中
川
を
結
ぶ
。
こ
の
沿
岸
運

河
の
建
設
は
、当
時
の
江
東
地
区
の

海
岸
線
を
確
定
す
る
と
と
も
に
、

以
北
の
干
潟
化
を
促
進
す
る
役
割

を
果
た
し
た
。
そ
し
て
市
街
地
化

は
、隅
田
川
の
東
岸
沿
い
の
本
所
～

深
川
の
微
高
地
と
小
名
木
川
沿
い

か
ら
進
め
ら
れ
た
。
小
名
木
川
が

江
戸
期
の
水
運
に
果
た
し
た
役
割

は
非
常
に
大
き
く
、
江
戸
の
大
都

市
へ
の
発
展
と
と
も
に
重
要
な
水

路
と
な
っ
た
。
寛
永
六（
一
六
二
九
）

年
に
川
幅
が
拡
げ
ら
れ
、
隅
田
川

合
流
点
に
船
番
所
が
設
置
さ
れ
て

航
行
す
る
船
の
監
視
を
行
な
っ
た
。

　

＊
新
川

　
　

 

江
戸
川
区
の
南
部
を
東
西
に
流

れ
、旧
江
戸
川
と
中
川
を
結
ぶ
。
船

堀
川
、行
徳
川
と
も
呼
ば
れ
た
。行

徳
の
塩
を
江
戸
に
運
ぶ
た
め
の
水

路
と
し
て
、
小
名
木
川
と
同
時
期

に
開
削
さ
れ
た
運
河
。
寛
永
六（
一

六
二
九
）
年
に
、
現
在
の
新
川
橋

付
近
か
ら
新
し
い
水
路
が
造
ら
れ

て
新
川
と
な
り
、
旧
水
路
が
古
川

と
な
っ
た
。
江
戸
か
ら
行
徳
へ
通

じ
る
唯
一
の
水
路
で
、
小
名
木
川

と
合
わ
せ
て
行
徳
川
と
も
呼
ぶ
。

◇
平
川
か
ら
外
濠
川
へ

　

慶
長
八
～
一
二（
一
六
〇
三
～
〇
七
）

年
の
日
比
谷
入
江
の
埋
め
立
て
に
合
わ

せ
て
、
外
濠
が
造
成
さ
れ
た
こ
と
、
さ

ら
に
元
和
六
（
一
六
二
〇
）
年
に
平
川

の
水
路
が
付
け
替
え
と
な
っ
て
、
埋
め

立
て
部
分
か
ら
下
流
の
水
路
が
外
濠
川

と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
説

明
し
た
と
お
り
で
す
。

　

埋
め
立
て
ら
れ
た
旧
水
路
は
、
明
治

三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
の
市
区
改
正
事

業
で
復
活
し
、
三
崎
橋
か
ら
分
流
す
る

下
流
部
は
外
濠
川
と
な
り
ま
し
た
。

　

外
濠
川
は
、
神
田
川
か
ら
千
代
田
区

三
崎
町
二
丁
目
で
分
か
れ
て
神
田
神
保

町
・
大
手
町
と
流
れ
、
内
神
田
二
丁
目

地
先
で
龍
閑
川
を
分
流
、
常
盤
橋
の
下

流
で
西
か
ら
流
れ
て
き
た
道
三
堀
を
合

わ
せ
、東
に
日
本
橋
川
を
分
流
し
ま
す
。

さ
ら
に
呉
服
橋
・
鍛
冶
橋
へ
と
千
代
田

区
と
中
央
区
の
区
境
を
南
に
流
れ
て
、

京
橋
川
を
分
流
し
て
汐
留
川
に
合
流
し

ま
し
た
。

　

江
戸
期
に
は
「
御
濠
」
と
呼
ば
れ
、

外
濠
川
の
呼
び
名
は
明
治
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
す
。
上
流
か
ら
雉き

子じ

橋ば
し

・

一
ツ
橋
・
神
田
橋
・
常
磐
橋
・
呉
服
橋
・

鍛
冶
橋
・
数
寄
屋
橋
・
山
下
橋
が
架
か

っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
外
濠
と
は
、
神
田
川
に
つ

づ
い
て
江
戸
城
の
外
郭
に
め
ぐ
ら
さ
れ

た
濠
の
こ
と
。
江
戸
城
の
防
衛
を
目
的

と
し
て
つ
く
ら
れ
た
濠
で
し
た
。
元
和

六
年
以
降
は
、
濠
の
役
割
に
加
え
て
、

江
戸
湊
と
つ
な
が
る
運
河
の
役
割
も
果

た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
城
側
の
岸

は
城
郭
の
石
垣
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
外
側
の
川
岸
の
ほ
と
ん
ど
が
物
揚

場
（
武
家
地
）
と
河
岸
地
（
町
人
地
）

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
代
田
区
内
に
は
神
田
川
分
流
地
点

に
三
崎
河
岸
、
俎
ま
な
い
た河
岸
（
今
川
小
路
堀

留
）、
小こ
い
で出
河が

し岸
、
錦に
し
き
が
し

河
岸
、
鎌
倉
河
岸

が
成
立
。
中
央
区
内
の
東
岸
は
、江
戸
の

経
済
活
動
を
支
え
た
町
人
居
住
地
区
。

日
本
橋
南
か
ら
京
橋
、
銀
座
へ
と
商
人
・

職
人
（
工
業
）
の
町
並
が
つ
づ
き
、
城し
ろ
べ辺

河が

し岸
（
場
所
に
よ
っ
て
は
呉ご

服ふ
く

河が

岸し

、
鍋な
べ

町ち
ょ
う
が
し

河
岸
）、
紺こ
ん

屋や

河が

岸し

、
数す

寄き

屋や

河が

岸し

、
山や
ま

城し
ろ

河が

岸し

、
肴さ
か
な
が
し

河
岸
が
成
立
し
ま
し
た
。

◇
汐
留
川
は
排
水
路

　

汐
留
川
は
、
赤
坂
溜
池
の
余
水
が
千

代
田
区
と
港
区
の
区
境
を
流
れ
て
J
R

山
手
線
な
ど
と
交
差
。
さ
ら
に
中
央
区

と
港
区
の
区
境
を
流
れ
て
隅
田
川
に
合

流
し
ま
し
た
。
途
中
で
外
濠
川
、
三
十

間
堀
川
、築
地
川
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

新
橋
川
、離
宮
川
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

も
と
は
上
流
で
麹
町
台
地
や
赤
坂
台

地
か
ら
の
小
河
川
を
あ
わ
せ
て
、日
比
谷

入
江
に
流
入
し
て
い
ま
し
た
が
、前
述
の

と
お
り
日
比
谷
入
江
の
埋
め
立
て
に
と

も
な
い
、溜
池
や
小
河
川
の
排
水
路
と
し

て
、
あ
ら
た
め
て
掘
ら
れ
た
水
路
で
す
。

外
濠
と
運
河
の
役
割
も
果
た
し
ま
し
た
。

　

上
流
の
溜
池
（
江
戸
の
初
期
に
は
上

水
の
水
源
だ
っ
た
）
に
、
潮
の
干
満
の

影
響
が
及
ば
ぬ
よ
う
に
堰
堤
が
つ
く
ら

れ
、
海
か
ら
の
汐
水
を
止
め
た
こ
と
か

ら
汐
留
川
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
水
路

に
は
土ど

橋ば
し

、
難な
ん

波ば

橋ば
し

、
新
橋
（
芝
口
橋
）

蓬ほ
う

莱ら
い

橋ば
し

、
仙
台
橋
、
浜
離
宮
表
門
橋
が

架
か
り
、
川
岸
に
は
屋
形
河
岸
、
芝
口

（
蔵
地
）
河
岸
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

 

（
以
下
次
号
）

 

（
菅
原
健
二
）


